
別記様式第３号

当初

株式会社大建工業

土木一式

１.土工：N=1式

　　　流入水路工　L= 6.0m  （BOX-Ç　B1,200×H1,500）

　　　減勢工　　　L= 6.9m  （現場打ちCo　B1,200×H2,220）

　　　取付水路工　L= 2.5m  （現場打ちCo　B1,200×H1,920）

（消費税及び地方消費税を含む。）

着工

完成

第1回変更

（消費税及び地方消費税を含む。）

完成

下記の理由により変更のうえ実施したい。

令和6年12月5日

変 更 金 額 （ 変 更 後 ）

工 期 （ 履 行 期 間 ）

18,548,200 円

令和6年12月5日

17,270,000 円

変更契約の調書

工 事 名 漆山地区農業用ため池廃止工事（内越１、内越２）

施 工 場 所 南陽市　　漆山　　地内

工 事 種 別

請 負 業 社 名

２.放流施設工：L=47.1m

　　　放流水路工　L=31.7m  （現場打ちCo　B1,200×H800）

１　放流水路工について
令和6年7月26日付け工事打合簿で設計指示した放流水路工について、指示内容のとおり
工事の進捗調整のため、施工延長を下記のとおり変更して実施したい。
上記の理由に伴い、土工、付帯工についても変更して実施したい。
　　　　　　　　　　　　　当　初　　　　　　　変　更
　　　　　　　　　放流水路工　L＝47.1ｍ　→　L＝34.8ｍ
　　　　　　　　　ＲＣ水路蓋　N＝50枚　→　N=70枚
２　土工について
令和6年7月26日付け工事打合簿で設計協議した土工について、協議内容のとおり含水によ
る発生土埋戻しが困難のため、仮設盛土の流用土埋戻しを下記のとおり変更して実施した
い。
　　　　　　　　　　　　　当　初　　　　　　　変　更
　　　　　　　　　切土　V＝530㎥　　　　　　　→　V＝440㎥
　　　　　　　　　盛土　V＝250㎥（発生土）　　→　V＝320㎥（発生土＋流用土）
　　　　　　　　　残土　V＝250㎥（現場処理）　→　V＝380㎥（場外処理）
３　取水パイプ工について
令和6年9月4日付け工事打合簿で設計指示した取水パイプ工について、指示内容のとおり
施設維持管理の軽減のため、既設水路への接続及び放流を下記のとおり変更して実施した
い。
　　　　　　　　　　　　　当　初　　　　　　　変　更
　　　　　　　　　塩ビ管　　VP(φ200)L＝52ｍ　→　VU(φ150)L＝15ｍ
　　　　　　　　　開閉設備　バタフライバルブ(φ200)N＝1個　→　分水栓(φ150)N＝1個
４　仮設工について
令和6年7月26日付け工事打合簿で設計協議した仮設工について、協議内容のとおり湧水に
よるぬかるみが確認されたため、仮設盛土及び敷鉄板工を下記のとおり変更して実施した
い。
　　　　　　　　　　　　　当　初　　　　　　　変　更
　　　　　　　　　仮設盛土　V＝-㎥　→　V＝240㎥（4.0ｍ×3.3ｍ×18.0ｍ）
　　　　　　　　　敷鉄板工　A＝-㎡　→　A＝495㎡（1.5ｍ×6.0ｍ×55枚）
５　その他、現地に適合するよう軽微な変更を実施したい。

令和6年7月2日

変 更 年 月 日

工 事 概 要

契 約 金 額

工 期

令和6年11月15日

変 更 理 由


